
I口腔機能の向上の必要性 ざ●

おいしく、楽しく、安全な

食生活の営み
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コミュニケーシヨンUP.・

個性をいかし そヽの人らしく充実した生活を送るために、なくてはならない

「機能」といえます。

●県内で介護予防事業を実施した結果から、高齢者の□腔機能が向上した

ことがわかつています。

上越市介護予防事業の結果から

一早

改
善
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図1 ボタンプル測定値の変化

事前1回目 事後1回目事前2回目事後2回目事前3回 目事後3回目
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図3 反復唾液囃下テスト(RSST)
積算時間の比較
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舌苔の付着状態の変化

(老年歯学 22(2):229‐ 230,211117)
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図4 オーラフレディアドコキネシス
(パタカ)の比較

(平成18年度口腔機能向上事業(新潟市))

* *: p <0.01
{< ,( *: p <0.001

●

舌の動きの改善
とともに
舌苔の付着量が

減少しました。
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